
３
月
23
日
（
火
）
相
変
わ

ら
ず
の
コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
っ

た
が
、
埼
玉
の
三
大
偉
人
の

一
人
「
渋
沢
栄
一
」
生
誕
の

地
で
あ
り
、
大
河
ド
ラ
マ
の

舞
台
と
な
っ
た
「
深
谷
」
を

訪
ね
た
。
心
配
さ
れ
た
天
気

も
久
し
振
り
の
快
晴
、
か
つ

桜
の
開
花
宣
言
が
出
た
後
で

絶
好
の
散
策
日
和
と
な
っ
た
。

参
加
者
は
41
名
で
（
内

女

性
17
名
）
過
去
最
多
と
な
っ

た
。
ま
た
、
今
回
は
ド
タ
キ
ャ

ン
や
遅
刻
が
無
く
、
定
時
の

８
時
50
分
に
深
谷
駅

改
札

出
口
に
集
合
し
た
。
出
発
式

で
は
「
べ
に
花
ま
ん
じ
ゅ
う
」

を
全
員
に
差
し
入
れ
の
サ
プ

ラ
イ
ズ
も
あ
っ
た
。

煉
瓦
造
り
の
深
谷
駅
を
バ
ッ

ク
に
集
合
写
真
を
撮
り
出
発

す
る
。
街
中
は
再
開
発
が
進

行
中
で
15
分
で
大
河
ド
ラ
マ

館
に
到
着
し
、
自
由
見
学
で

は
渋
沢
の
血
洗
島
時
代
に
皆

さ
ん
興
味
津
々
で
あ
っ
た
。

土
産
物
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
買

い
物
を
楽
し
ん
だ
。
そ
の
後
、

桜
が
三
分
咲
き
の
深
谷
城
址

公
園
、
唐
沢
川
沿
い
を
散
策

し
、
き
ん
と
う
旅
館
で
栄
一

も
好
ん
だ
「
煮
ほ
う
と
う

う
ど
ん
」
を
頂
く
。
昼
食
後
、

一
部
の
方
は
郊
外
の
論
語
の

里
（
渋
沢
栄
一
記
念
館
等
あ

り
）
に
向
か
っ
た
が
、
大
半

は
街
中
散
策
を
続
け
た
（
酒

蔵
２
軒
、
深
谷
シ
ネ
マ
、
和

菓
子
店
）
。
酒
蔵
で
の
試
飲

で
は
皆
さ
ん
至
福
の
笑
顔
で

あ
っ
た
。
深
谷
駅
に
午
後
２

時
に
到
着
し
（
歩
行
距
離
約

５
キ
ロ
）
、
帰
路
に
付
い
た
。

深
谷
は
「
深
谷
ネ
ギ
」
が

有
名
で
あ
る
が
、
実
は
、
レ

ン
ガ
に
ゆ
か
り
が
あ
る
。
明

治
20
年

渋
沢
に
よ
っ
て
設

立
の
「
日
本
煉
瓦
製
造
（
株
）

」
が
あ
り
、
東
京
駅
な
ど
多

く
近
代
建
築
物
が
こ
こ
の
レ

ン
ガ
を
使
っ
て
い
る
。
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彩

央

2021年度は、総会中止で「総会資料」郵送とする

「
会
報
」
発
行
は
、
07
年
の

「
彩
央
会
」
の
立
ち
上
げ
か
ら

で
あ
る
。
当
時
は
、
定
年
が
65

歳
に
延
長
さ
れ
た
が
、
景
気

が
悪
く
適
用
さ
れ
ず
ク
ー
ル

ダ
ウ
ン
期
間
も
な
く
、
60
歳

で
い
き
が
い
大
学
に
入
学
者

が
多
数
い
た
。
そ
の
若
さ
と

馬
力
が
「
彩
央
会
」
を
立
ち
上

げ
、
「
会
報
」
と
「
文
集
」
ま

で
発
行
す
る
力
と
な
っ
た
。

そ
れ
か
ら
14
年
、
昨
年
は

コ
ロ
ナ
騒
動
で
発
行
を
止
め

た
が
毎
年
９
月
に
発
行
し
て

き
た
。
発
足
と
同
時
に
入
会

の
私
も
、
補
聴
器
が
必
要
な

78
歳
の
年
長
組
と
な
っ
た
。

長
年
Ｏ
Ｂ
会
の
役
員
を
や
っ

て
い
る
と
卒
業
生
は
三
つ
に

分
類
さ
れ
る
こ
と
が
分
か
る
。

「
卒
業
後

忙
し
く
な
る
者
」

「
そ
れ
な
り
の
者
」
「
消
え
て

い
く
者
」
私
は
忙
し
い
が
「
忙

し
い
う
ち
は
華
で
あ
る
」
。
現

役
時
代
と
同
じ
よ
う
に
忙
し

い
思
い
を
し
て
い
る
が
睡
眠

時
間
を
削
る
こ
と
は
な
い
の

で
大
し
た
こ
と
で
は
な
い
。

「
彩
央
会
」
イ
ベ
ン
ト
も
「
コ

ロ
ナ
自
粛
中
」
で
あ
る
が
、
ひ

と
た
び
行
動
を
お
こ
せ
ば
、

「
寄
居
町
／
風
布
の
ミ
カ
ン

狩
り
」
の
ご
と
く
、
会
員
の
30

％
も
参
加
す
る
企
画
を
再
開

で
き
る
や
り
手
の
役
員
が
居

る
。
コ
ロ
ナ
も
９
月
に
な
れ

ば
ワ
ク
チ
ン
効
果
で
収
束
に

向
か
う
と
の
情
報
も
あ
り
、

再
開
の
準
備
に
必
要
な
会
場

予
約
な
ど
抜
け
の
な
い
運
営

を
し
た
い
。

対尾会長でコロナ禍の下、活動開始

2021（R3）年度 事業計画
行 事 名 詳細（実績・予定など）

花見ハイク コロナ禍で中止（恒例の新人歓迎会分）

定期総会 4/28 コロナ禍で中止

地域

ボランティア

北本自然観察公園 緑のトラスト地
5/1,6/23, 9/24, 3/18

パークゴルフ
大会

吹上パークゴルフ場
「彩央会」主催 5/17,10/11の各(月)

ホタル観賞会 北本自然観察公園 7/22(木)

美 術 展
文化センター 8/24(火)～29(日)

（例年 同時開催「一芸披露会」中止）

会報 発行 A3サイズ・両面カラー 9/6(月)

鴻巣ツアー 神々が住む「馬室の郷」10/20(水)

スポーツ大会
室内スポンジテニス(テニス・卓球・

バトミントン経験者が有利）10月末

桶川飛行学校 平和祈念館と歴史民族資料館 見学

うどん打ち 中丸公民館 2022/1月、前年度は中止

文集発行
「彩央のひろば」A4カラー印刷を含み

32ページ 2022/２月上旬

新人歓迎会
未来大学 2021年度 卒業生 対象

（新春さくらウォーク）

上記の他に

月例のクラブ

活動

・女子会手仕事サロン：第3（月）
・パークゴルフ：第2（月）
・ゴルフ： 6,9,12,4月に開催
・映画を楽しむ会：毎月 1回
・サイクリングクラブ： 第1・3(木)
・歌う会：毎月第4(木)（休会中）
・パソコンクラブ： 第2・4(水)

第14号

「
彩
央
会
」
21
年
度
の
総
会

を
4
月
開
催
を
予
定
し
た
が
、

コ
ロ
ナ
の
猛
威
は
収
ま
ら
ず
。

施
設
は
、
定
員
の
１
／
３
と
の

入
場
制
限
が
あ
り
、
会
場
で
の

飲
食
も
禁
止
の
た
め
総
会
は
中

止
し
た
。
総
会
は
左
記
資
料
の

全
12
ペ
ー
ジ
を
全
員
に
郵
送
で

代
行
し
た
。
各
連
絡
員
や
会
長

宛
の
意
見
を
吸
い
上
げ
後
日
の

（
５
／
10
）
役
員
会
で
審
議
し

て
役
員
22
名
の
全
員
で
原
案
通

り
承
認
し
た
。
承
認
の
旨
は
、

会
員
メ
ー
ル
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

掲
載
で
公
知
を
図
っ
た
。
会
員

は
、
退
会
者
も
あ
る
が
新
人
４

名
の
加
入
で
１
１
２
名
で
活
動

す
る
。

な
お
、
昨
年
度
の
総
会
も
、

や
は
り
コ
ロ
ナ
禍
で
「
文
化
セ

ン
タ
ー
」
が
閉
鎖
で
延
期
し
、

閉
鎖
解
除
の
６
月
に
役
員
と
新

人
の
み
31
名
の
少
人
数
で
開
催

し
た
。
本
会
報
の
発
行
も
活
動

の
自
粛
で
掲
載
記
事
が
少
な
い

の
で
中
止
し
て
い
る
。

会
報
発
行
に
よ
せ
て

会
長

対
尾

雅
之

梅
雨
の
末
期
に
近
づ
い

た
7
月
12
日
（
火
）
に
女

性
４
名
を
含
め
た
16
名
で

例
会
を
開
催
し
た
。
数
日

前
の
天
気
予
報
で
は
傘
の

マ
ー
ク
で
あ
っ
た
が
、
当

日
は
一
転
し
て
梅
雨
の
晴

れ
間
と
な
り
太
陽
が
朝
か

ら
照
り
付
け
る
絶
好
の
ゴ

ル
フ
日
和
と
な
っ
た
。
た

だ
数
日
間
、
夕
方
に
繰
り

返
さ
れ
た
激
し
い
雷
雨
の

痕
跡
も
残
っ
た
ゴ
ル
フ
場

は
、
バ
ン
カ
ー
の
砂
は
流

さ
れ
、
池
に
は
溢
れ
ん
ば

か
り
の
水
、
フ
ェ
ア
ウ
エ

イ
に
も
水
溜
り
が
で
き
、

芝
草
も
伸
び
放
題
だ
っ
た
。

そ
れ
も
意
に
介
せ
ず
ワ
ク

チ
ン
も
既
に
２
度
打
ち
終

え
た
人
も
お
り
、
メ
ン
バ
ー

は
逞
し
い
。
吹
上
パ
ー
ク

Ｇ
名
物
、
「
真
っ
赤
な
水

管
橋
（
ス
イ
カ
ン
キ
ョ
ウ
）
」

を
眺
め
な
が
ら
、
全
36
ホ
ー

ル
を
大
汗
を
か
き
な
が
ら

全
員
が
無
事
に
ホ
ー
ル
ア

ウ
ト
し
た
。

会

報

2021(R3)年度「彩央会」会長・副会長

会 長 16期 対尾 雅之 桶川

副
会
長

事務長 同上 同上 同上

総務部 22期 澤井 秀幸 鴻巣

事業部 専攻1期 信末 善男 鴻巣

地域活動部 24期 中村 昌彦 所沢

各期窓口の連絡員

担当期 連絡員 担当期 連絡員

5～14期 熊谷 康夫 専1期 信末 善男

15～16期 対尾 雅之 (火・水) 花形 俊男

17期 熊谷 康夫 専2(火) 栗原 昭男

18期 岩佐 正二 専2(水木) 藤澤 良正

19期 生駒 恵一 専3(火) 小金井 明

20期 荻野 進 専3(水) 中村 庄次

21～22期 奈良 武 専3 (木)４ 石黒 廣行

専科3～6 荒巻 勲 専5 古荘 元信

24期 中村 昌彦 専5 讃岐 孝之

25期 飯沼和華子

梅
雨
の
晴
れ
間
・
吹
上
で

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催

「
彩
央
会
」
定
期
総
会
開
催

いきがい大学 伊奈学園
「彩央会」会報 （第14号）
発行：2021年（R3）9月6日

発行人：会長 対尾 雅之

HP 検索キーワード： 彩央会

「
渋
沢
栄
一
」
生
誕
の
地

深
谷
を
訪
ね
る

◆

１
／
19
（
火
）
～
24

◆

文
化
セ
ン
タ
ー
２
階

展
示
場

◆

出
展
者

20
名
、

１
ク
ラ
ブ

◆

作

品

油
彩
画

25
点
・
水
彩
画

15
点
・
墨
彩
画

5
点
・

写
真

4
点
・
陶
芸

3
点
、

そ
の
他

3
点

手
・
（
キ

ル
ト
バ
ッ
ク
、
リ
メ
イ
ク

品
、
ブ
ロ
ー
チ
、
丑

ほ
か
）

出
展
数
は
例
年
よ
り
多

く
、
ま
た
、
50
号
の
大
作

で
油
彩
画
が
何
点
も
並
び

見
応
え
が
あ
っ
た
。
こ
の

1
年
は
予
定
し
た
行
事
が

中
止
と
な
り
、
思
い
が
け

ず
膨
大
な
空
白
時
間
が
で

き
た
の
で
、
外
出
を
控
え

作
品
の
制
作
に
没
頭
で
き

た
よ
う
だ
。
来
場
者
か
ら

｢

こ
れ
だ
け
の
作
品
を
北
本

で
見
る
こ
と
が
で
き
る
の

は
、
珍
し
い
」
と
か
「
こ

れ
は
レ
ベ
ル
が
違
う｣

と
の

声
も
聞
か
れ
た
。

ま
た
、
開
催
が
冬
場
の

た
め
、
搬
出
日
が
雪
の
予

報
で
車
で
の
持
ち
帰
り
が

危
険
と
推
定
し
て
施
設
と

調
整
し
て
搬
出
日
の
順
延

も
構
え
る
騒
動
も
あ
っ
た
。

今
年
度
は
８
／
24
（
火
）

か
ら
で
夏
場
に
開
催
す
る
。

レンガで結ばれた関係をPRするため、深谷駅は東京駅を模したデザイン

冬
場
に
美
術
展
を
開
催



昨
年
11
月
27
日
（
金
）

コ
ロ
ナ
禍
と
年
末
で
忙
し
い

中
、
「
風
布
ミ
カ
ン
狩
り
」

を
実
施
し
た
。

フ
ウ
プ
（
プ
ッ
プ
）
は
、

山
に
囲
ま
れ
た
地
形
か
ら
暖

か
い
空
気
が
空
中
に
漂
い
温

暖
な
気
候
だ
。
そ
こ
か
ら
、

戦
国
時
代
の
北
条
氏
が

「
小
田
原
」
か
ら
ミ
カ
ン

の
木
を
こ
の
地
に
植
え
た
。

今
で
も
20
軒
の
ミ
カ
ン
農
家

が
あ
り
、
こ
の
地
の
主
産
業

と
な
っ
て
い
る
。

当
日
は
、
陽
の
光
は
な
い

が
雨
は
降
ら
ず
、
参
加
者
36

名
（
女
性
14
名
、
男
性
22
名
）

と
多
く
、
彩
央
会
の
力
強
さ

と
明
日
へ
の
躍
進
を
感
じ
た
。

熊
谷
駅
で
本
数
の
少
な
い

秩
父
線
へ
の
乗
り
換
え
は
、

乗
り
遅
れ
の
出
な
い
こ
と
を

第
一
義
に
考
え
計
画
し
た
。

波
久
礼
駅
前
で
出
発
式
後
、

50
分
足
ら
ず
で
昼
食
場
所
に

到
着
。
30
分
で
食
事
を
済
ま

せ
、
目
の
前
「
や
ま
き
園
」

の
急
坂
に
ア
タ
ッ
ク
す
る
こ

と
15
分
で
登
り
き
り
、
持
ち

帰
り
用
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
と
ハ

サ
ミ
を
受
け
取
り
み
か
ん
山

へ
向
か
う
。
皆
さ
ん
20
個
以

上
は
袋
詰
め
し
て
い
た
。
食

べ
放
題
分
は
、
多
い
人
で
８

個
も
味
わ
っ
て
い
た
。
帰
り

道
は
下
り
の
た
め
、
40
分
で

波
久
礼
駅
に
到
着
し
た
。

林
道
の
上
り
下
り
の
一
日

は
、
一
万
四
千
歩
と
年
寄
り

に
は
き
つ
い
行
程
で
あ
っ
た

が
、
36
名
と
大
勢
の
林
道
歩

き
は
壮
観
で
あ
っ
た
。

★

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

代
表
・
北
本

荒
巻

勲

幹
事
・
鴻
巣

野
口

剛

★

ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

代
表
・
鴻
巣

間
中

芳
男

幹
事
・
北
本

荻
野

進

★

サ
イ
ク
リ
ン
グ

Ｃ

代
表
・
鴻
巣

信
末

善
男

幹
事
・
北
本

西
村

邦
明

★

歌
う
会

代
表

北
本

松
本
紀
久
夫

幹
事

桶
川

鈴
木

康
夫

★

パ
ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ

代
表
・
鴻
巣

大
野

武
男

幹
事
・
鴻
巣

奈
良

武
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編
集
後
記

会
報
「
彩
央
」
は
、
発

足
時
か
ら
発
行
し
14
号
と

な
っ
た
。
３
号
か
ら
「
パ
ー

ソ
ナ
ル
編
集
長
」
ソ
フ
ト

を
使
用
し
て
自
前
の
編
集

に
移
行
、
６
号
か
ら
倍
の

Ａ
３
サ
イ
ズ
に
拡
大
し
た
。

３
号
か
ら
編
集
に
携
わ
っ

て
き
た
が
加
齢
の
た
め
馬

力
が
な
く
な
り
、
次
の
世

代
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
の
時

期
で
あ
る
。

（
対
尾
）

編
集
長

16
期

対
尾
雅
之

委
員

17
期

熊
谷
康
夫

委
員

22
期

澤
井
秀
幸

委
員

専
科
３

武
井

章

委
員

専
攻
２

中
島
竹
夫

委
員

専
攻
３

石
黒
廣
行

北
本
自
然
観
察
公
園

「
高
尾
の
森
の
下
草
刈
り
」

日
時

21
年
6
月
23
日
（
水
）

９
時
～
11
時

6
月
の
梅
雨
の
時
期
で
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
あ
り

参
加
者
は
６
名
に
と
ど
ま
っ

た
。
館
内
で
ビ
デ
オ
に
て
本

日
の
作
業
内
容
の
説
明
が
あ

り
、
天
候
不
順
な
の
で
早
々

に
現
地
に
向
か
っ
た
。
増
え

す
ぎ
た
ア
ズ
マ
ネ
ザ
サ
や
外

来
植
物
の
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ

チ
ソ
ウ
の
刈
り
取
り
を
実
施

し
た
。

作
業
が
終
わ
る
こ
ろ
、
や

は
り
、
雨
が
降
り
始
め
た
の

で
、
予
定
の
自
然
観
察
会
は

中
止
し
て
11
時
に
集
合
写
真

を
撮
り
解
散
し
た
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
こ
と

も
あ
り
参
加
者
が
少
な
か
っ

た
が
、
７
月
22
日
（
木
）

自
然
学
習
セ
ン
タ
ー
で
実

施
し
た
。
自
然
観
察
公
園

の
５
号
地
（
め
だ
か
の
Ｔ

字
路
付
近
）
と
６
号
地

（
一
夜
堤

付
近
）
へ
向
か
っ

た
。
夕
暮
れ
の
森
の
な
か

を
５
号
地
付
近
に
近
づ
く

と
、
皆
さ
ん
の
歓
声
が
上

が
っ
た
。
さ
ら
に
、
６
号

地
に
進
み
時
間
の
経
過
と

と
も
に
暗
闇
が
増
し
、
空

中
に
飛
び
出
す
ホ
タ
ル
も

出
て
来
た
。
人
に
向
か
っ

て
く
る
ホ
タ
ル
も
あ
り
、

歓
声
が
上
が
っ
た
。
帰
路

も
見
送
り
の
ホ
タ
ル
と
戯

れ
な
が
ら
８
時
に
、
流
れ

解
散
し
た
。

◎
代
表
・
瀬
山
宏
昭

17

期
、
幹
事
・
熊
谷
康
夫
17

期
、
岩
佐
正
二

18
期
、

会
員
数

23
名

９
月
11
日
、
『
真
昼
の

決
闘
』
の
鑑
賞
で
、
定
例

会
は
50
回
目
を
迎
え
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
流

行
の
影
響
で
、
１
年
２
か

月
ぶ
り
に
「
映
画
を
楽
し

む
会
」
が
去
る
５
月
13
日

に
再
開
し
た
。
13
名
の
方

が
桶
川
、
北
本
、
吉
見
、

鴻
巣
か
ら
「
こ
う
の
す
シ

ネ
マ
」
に
集
ま
り
、
久
し

ぶ
り
の
再
会
を
喜
び
、

心
弾
む
思
い
で
映
画
を

鑑
賞
し
た
。

全
編
に
ム
ー
ン
・
リ
バ
ー

の
名
曲
が
流
れ
る
中
、

『
テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー
で
朝
食

を
』
を
鑑
賞
し
た
。
そ
の

晩
、
参
加
し
た
大
島
か
よ

子
さ
ん
か
ら
感
想
が
届
い

た
。
「
皆
様
と
再
会
す
る

こ
と
を
、
楽
し
み
に
し
て

い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
の
影

響
で
、
こ
う
の
す
シ
ネ
マ

に
は
１
年
半
ぶ
り
に
足
を

運
び
ま
し
た
。
や
は
り
、

映
画
は
良
い
で
す
。
こ
の

映
画
は
、
私
が
退
職
し
た

時
に
最
初
に
見
た
映
画
」

と
の
感
想
が
あ
っ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
が
早
く
終
わ

り
楽
し
い
会
食
を
し
た
い
。

⇒

ロ
ビ
ー
で
の
皆
さ
ん

ホームページの紹介
｢彩央会｣ホームページは、大きな写真とタイミングの

良い掲載が特長である。最新の情報を優先し、ビジュア

ルな表示になっている。会の情報収集や皆さんの活動の

投稿は原則掲載します。気軽に投稿してください。

・検索キーワード： 彩央会

・該当タイトルも上記と同じです。

・URL：http://www.ina-ikigai.net/saioukai/（URLは

変更予定であるが年内は問題ない。

代
表

柳

順
子

彩
央
会
の
女
性
の
減
少
を

食
い
止
め
よ
う
と
「
女
子
会
・

手
仕
事
サ
ロ
ン
」
を
立
ち
上

げ
て
７
年
目
と
な
っ
た
。
毎

年
恒
例
の
干
支
作
り
も
申
年

か
ら
始
ま
り
、
酉
、
戌
、
亥
、

子
、
丑
と
干
支
の
半
分
ま
で

作
っ
た
。
十
二
支
の
完
成
ま

で
続
け
ら
れ
た
ら
「
金
メ
ダ

ル
」
だ
。
現
在
会
員
23
名
、

コ
ロ
ナ
禍
や
猛
暑
の
夏
に
も

め
げ
ず
、
手
仕
事
好
き
の
方

が
「
彩
央
会

美
術
展
」
の

作
品
を
制
作
し
て
い
る
。

直近のイベント詳細
◇ 美術展 8/24(火)～8/29(日)北本文化センター

例年、会期中に開催の「一芸披露会」中止

◇ 環境ボランティア 北本自然観察公園

9/24(金) 当日飛び入り参加も可能

◇ 鴻巣歴史再発見ツアー「馬室の郷」 10/20(木)

◇ スポーツ大会 スポンジテニス 桶川サンアリーナ 空

調あり： テニス・

バトミントン・

卓球の経験者が

有利。

◇ 文集の発行（R4/2月） 自由投稿・

写真 絵手紙・俳句 川柳・ 会員短信

（150文字以下）は、全員投稿期待

★

映
画
を
楽
し
む
会

ヘ
イ
ケ
ホ
タ
ル
観
賞
会

７

ク
ラ
ブ
の
活
動

★

女
子
会
・
手
仕
事
サ
ロ
ン
」

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

北
限
の
ミ
カ
ン
産
地

寄
居
・
風
布
で
ミ
カ
ン
狩
り


